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2.47 浸透圧測定法（オスモル濃度測定法） 1 

２．４７ 浸透圧測定法（オスモル濃度測定法）の 2．操作法及び 5．浸透圧比の項を次のように改める． 2 

測定には，装置により定められた一定容量の試料溶液を用いる． 4 
 あらかじめ二点校正法により浸透圧(オスモル濃度)測定装置の校正を行う．予想される試料のオスモル濃度を挟む，5 
高低二種の装置校正用オスモル濃度標準液を用いて凝固点温度を測定し，装置の校正を行う．なお，測定する試料の6 
オスモル濃度が 100mOsm 以下の場合，二種のオスモル濃度標準液のうち一種は，水(0mOsm)を用いることができ7 
る．次に，試料セル及びサーミスターを装置指定の方法により清浄にした後，試料溶液について凝固点温度を測定し，8 
凝固点降下度の濃度依存性より質量オスモル濃度を求め，これを容量オスモル濃度に読み替える． 9 
 なお，オスモル濃度が 1000mOsm を超える場合，水を用いて試料を n'／n 倍希釈し(n→n')，この液につき同様な10 
測定を行うことができる．この場合，n'／n 倍希釈溶液を用いて測定され，希釈倍数を掛けて得られたみかけのオス11 
モル濃度であることを明示する．なお，n'／n 倍希釈溶液を用いて測定する場合には，オスモル濃度が 1000mOsm12 
に近く 1000mOsm を超えない濃度となるように，希釈倍数を選択し，1 回希釈を行う． 13 
 また，凍結乾燥品など試料が固体の場合，指定された溶解液に溶かして試料溶液とする． 14 

2. 操作法 3 

本測定法では生理食塩液の与えるオスモル濃度に対する試料溶液のオスモル濃度の比を浸透圧比と定義し，等張性16 
の尺度とする．生理食塩液(0.900g／100mL)のオスモル濃度c

5. 浸透圧比 15 

S(mOsm)は，一定(286mOsm)であることから，試料溶17 
液のオスモル濃度cT

浸透圧比＝c

(mOsm)を測定すれば，次式より試料溶液の浸透圧比を計算することができる． 18 

T／c

c

S 19 

S

なお，1000mOsmを超える試料につき，希釈溶液を調製して，測定を行った場合には，希釈倍数をn'／n，測定さ21 
れるオスモル濃度をc'

：286mOsm 20 

Tとするとき，溶質濃度に対するオスモル濃度の直線性を仮定して，n'／n・c'T＝cT

 25 

より，みか22 
けの浸透圧比(オスモル比)を求める．ただし，希釈は 1 回とし，希釈測定を行った場合，どのような希釈が行われた23 
か，(n→n')のように明示する． 24 
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